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学びをつ くる指導法の改善
一 音楽科 を中tむ と し た協同学習の実践 ー
学習開発 コ ース (10220904) 後 藤 聡
本研究は， 学びをつ く る授業を行っ てい く ために， 音楽科において協同学習の実践を行
い， その在 り 方について検討 したも のであ る。 その結果， 子 ど も達は一人で学ぶよ り も協
同で学ぶ方が， 基礎的 ・ 基本的な知識や技能の習得が高ま り ， 思考力 ・ 判断力 ・ 表現力 を
身につけ る こ と が明 ら かになった。 また， ソーシヤノレス キル ト レーニ ングを導入する こ と
に よ り ， 協同学習 を支え る よ り よ い人間関係が構築 さ れ， 学習効果が高ま る こ と が明 ら か
と なった。
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1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在
中央教育審議会答申 (2008) において， í小学校，
中学校， 高等学校の音楽科の改善の基本方針」 に，
「生涯にわた り 音楽文化に親 しむ態度 を育む こ
と J の重要性が述べ られている。
国 立教育政策研究所教育課程研究セ ン タ ー
(2010) の 「特定の課題に関する調査 (音楽) 調あ桔
果 (小学校 ・ 中学校) J に よ れば， í音楽の学習は私
た ち の生活 を 明 る く す る の に役立つ と 思い ま す
か」 と い う 問いに， íそ う 思 う ， どち ら か と 言えば
そ う 思 う 」 と 答えてい る児童は， 90. 5%であ る。
しか し， í音楽の学習は， 将来， 社会に出て役立っ
と 思いますか」 の間いに， íそ う 思 う ， どち ら か と
言えばそ う 思 う J と 答えている児童は， 59. 3�も と
約 6 割の児童に と どま っ てい る。
こ の こ と か ら， 学校の音楽科の授業を通 して，
生涯にわた り 音楽文化に親 しむ素地を培っ てし 、か
な く て はな ら ない こ と の重要性が認識 さ れる。 そ
の よ う な 中で実際に授業で指導 していて， 以下の
よ う な問題点が浮かび上がっ た。
①音楽科の特性から
第 1 に， 学校教育における 音楽的活動は， 合唱
や合奏に見 られる よ う に集団で行 う も のであ り ，
一つの声や一つの音にみんなで、合わせる活動であ
る。 それ故に， パー ト 別の学習や全体で歌 う な ど，
グループや集団で表現する と い う 特性があ る。 こ
の よ う な特性をふま えて， どの よ う に授業をつ く
っ てし 、 く かであ る。
第 2 に， グループ。や集団で、の歌唱や演奏を支え
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る 個人の知識や技能を どのよ う に児童に獲得さ せ，
身につけ させてい く かである。 ま た， 学級 と い う ，
学力にばらつき があ る集団のなかで， どの よ う に
児童に関わ り を も たせ， 児童相互の力 を高めてい
く のかであ る。
第 3 に， 音楽科における思考力 ・ 判断力 ・ 表現
力 を， 学級集団の関わ り の中でどのよ う に育成 し
てい く かである。
②児童の関わ り か ら
グノレーフ。や二人組な ど学習 をする 時には， 学級
集団内で， 必ず 自 分以外の児童 と 何ら かの関わ り
を も たな ければな ら ない。 集団内での関わ り が う
ま く できれば， 他の児童の考え を聴き， 自 分の考
え と 比較する こ と に よ っ て， さ ら に 自 分の考えを
高 め る こ と ができ る よ う になる。 ま た， 互いに音
を聴き 合っ た り ， 演奏の仕方を教え合っ た り する
こ と に よ っ て， 歌った り 演奏 した り する技能が さ
ら に高ま る。 こ の こ と か ら， 学級集団内での関わ
り 方を どの よ う に児童に身につけ させる かで、あるO
(2) 研究の方法
平成 22 年度か ら平成 23 年度にかけて， 教職専
門実習 I か らNで， B 市内の小学校で授業実践を
行っ た。 合わせて， 平成 23 年度には， A 市内の所
属校に戻 り ， 授業実践を行っ た。 以下に， 2 年間
にわた る授業実践を通 しての具体的方法を述べる。
①基礎的 ・ 基本的な知識や技能の習得について
楽譜を見て， ト 音記号やへ音記号で音名 を読む
こ と ができ る よ う に した り ， 音符や休符， 記号な
ど， 音楽に関わる用語の名 前 と 意味が理解でき る
よ う に した り する学習 を協同学習で、行っ た。 1 グ
ループ 4 人の集団を編成 し， I出題する人j ， I解答
する人j ， I正解を言 う 人j ， I復唱する人J と い う
役割を も たせた。
こ の協同学習 を定期的に行い， 協同学習 を通 し
て基礎的 ・ 基本的な知識や技能の習得を行っ た学
級 と 行っ ていない学級に差があ る かを調べた。
②思考力 ・ 判断力 ・ 表現力 ・ 表現力の育成について
a) 表現領域
主に歌唱 と器楽の活動において授業実践を行
っ たo 歌唱では， 第 1 に， 歌詞か ら想起 され る
様子や情景， どのよ う に歌唱に反映させてい く
かを， グルーフ。や学級全体で話 し合っ た。 第 2
に， 合唱で、パー ト分けを し， 児童が 中心に な っ
てパー ト 学習 を行った。 第 3 に， パー ト を二つ
に分けてチームを編成 し， チーム聞で学習 した
後に， 互いの歌唱を発表 した。 第 4 に， 聴いて
い る 児童に も ら っ た意見や歌 っ てみての感想
をふま え， さ ら に グルーフ。で、学習する と い う よ
う に した。
b) 鑑賞領域
第 l に， 鑑賞曲 を聴き どの よ う に感 じたかを
個別に ワーク シー ト に書かせた。 第 2 に， その
ワ ー ク シー ト を基に して， グルーフ。で鑑賞曲 に
ついて感 じた こ と や曲想について話 し合っ た。
第 3 に， グループ。で、話 し合っ た こ と を全体で発
表 し， さ ら に， 学びを深め る よ う に した。
以上の よ う なグルーフ。で、の学びを通 して， 児
童の思考力 ・ 判断力 ・ 表現力が高ま っ た か ど う
かを協同学習 を行っ た学級 と 行っ ていない学級
に 5 月 と 12 月 にア ンケー ト を実施 し， 差があ
る かを調べた。
③学級集団内での関わ り 方について
自 分以外の他者 と 有効な関わ り を築 く ために，
意図的に ソ ーシヤノレス キノレ教育を行 う こ と に よ っ
て， グループや学級集団内での関わ り が 円滑にな
る のではないか と 考えた。 そ して， 協同学習の効
果 も 高ま る のではないか と 考え， 検証 した。 具体
的には， 約月 1 回の間隔で， 学級活動の授業時に，
基本 ソ ーシヤノレス キルを 8 回行った。 同時に， 6 
月 と 11 月 の 2 回 にわたっ て Q-U ア ンケー ト を実施
し， 学級内での児童の関わ り が どの よ う に変化 し
たかを調べた。 そ して， ソーシヤルス キル教育が，
協同学習の授業実践に寄与する か ど う かを検討し
た。
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2 先行研究の検討
(1) 学びについて
佐藤(2003) の考え方に よ れば， 学び と は 「対象
世界 と の対話 と 仲間 と の対話 と 自 己 と の対話 と の
三つの対話的実践に よ っ て構成 さ れている のであ
り (学びの三位一体論) ， W活動j] (activity) j と 『協
同 (col laboration) j] と 『反省 (reflection) j] の三
つで構成 さ れる 『活動的で協同的で反省的な学び』
と して遂行 されているJ と 述べている。 ま た， 学
びの様式において は， I座学の学びか ら活動的な学
びへ， 個人的な学びか ら協同体的な学びへ， 獲得
し記憶 し定着する学びか ら探求 し反省 し表現する
学びへの転換と して表現 さ れ， 授業の様式におい
ては， 伝達 し説明 し評価する授業から触発 し交流
し共有する授業への転換 と して表現 さ れてい る j
と 述べてい る。
(2) 協同学習について
(旧) 全国協同学習研究会 (2010) では， 協同学習
の 目 標を二つ述べている。 一つは 「認知的 目 標 と
して教科の学習で得 られる基礎 ・ 基本の習得」 と
「態度的 目 標 と して人間関係の形成に関わる技能
の習得J である。 も う 一つは 「協力， 思いや り ，
助 け合い， 学習意欲な ど 『生き る 力』 の構成因子
を育む も のj である。
(3) 学級集団づ く り について
河村 (2004) は， 教育力 の あ る 学級集団を育成す
る必要条件 と して次の 2 点を上げている。
I ルーノレの確立
E リ レー シ ョ ンの確立
「ノレーノレの確立」 は， I対人関係に 関するルーノレ，
集団活動 ・ 生活をする際のルールが全員に理解 さ
れ， 学級内に定着 してい る こ と が必要である。 ノレ
ールが定着 している こ と で， 学級内の対人関係の
ト ラ ブノレが減少 し， 子 ど も達は傷つ け られない と
い う 安心感の中で， 友人 と の交流も促進 さ れる」
と 述べている。 ま た， I リ レーシ ョ ンの確立j は，
「学級内の対人関係の 中 に リ レーシ ョ ンが あ る こ
と で， 子 ど も 同士の聞に仲間意識が生まれ， 集団
活動 (授業， 行事， 特別活動) な どが協力的に， 活
発にな される」 と 述べてい る。
こ の こ と か ら， 協同学習 を実践 してい く ために
は， 学級集団内での児童相互の関わ り が不可欠で
あ り ， 指導者が明確な 目 的を も っ てその関わ り を
つ く っ てい く こ と が必要である。
3 実践と 結果 (明 ら かにな っ た こ と)
(1) ベース と な る 学習集団づ く り
①実践
学習集団内で円滑な人間関係を構築するために，
年度当初から音楽科の学習 を 中心 と しなが ら も，
各教科において， 表 l の よ う な段階的な集団づ く
り を実践 した。
表 1 ベース と なる段階的な学習集団づ く り
時期 内容
4 月 上旬 0一人学び
4 月 中旬 0二人組に よ る学習
基本的には隣の席の児意向士で行 う 。 場合
に よ っ ては前後左右の児童 と も行 う 。
4 月 中旬から 0二人組に よ る学習
5 月 中旬 席替えを 1 週間 ご と に行い， 二ん組に よ る
学習を様々 な児童 と 行 う 。
5 月 中旬から 0協同学習
荷主 1 グループ 4 人での協同学習か らはじめ
る。 その後 4 人での協同学習を中心と しな
が ら， 教科や単元の内容に応 じて学級全体
で協同学習を行 う 。
1 グノレーフ。 4 人での協同学習は， グループ。内で、
の学びの質を向上 させる ために， グループを構成
する児童に役割を与えた。 備リは常に固定するの
ではな く ， 協同学習 を行 う 時に， グノレーブO内でロ
ーテーシ ョ ン し， いろいろな役割を経験でき る よ
う に した。 「進行する人」 は， 決め られた時間の中
で， 話 し合いの方向性を考えた り ， グノレーフ。内の
意見の調整をする よ う に させた。 「ホ ワ イ ト ボー ド
に書く 人」 は， グループ。の人か ら 出 さ れた考え を
整理 しなが ら， 大事な こ と を端的に書いた り ， 色
分け した り して書 く よ う に させた。 ま た， 学級全
体で発表する 時に， 他の児童に分か り やす く 書 く
よ う に させた。 「発表する 人J は， グループで学習
し た こ と を， 学級全体に発表する よ う に さ せた。
「復唱する 人j は， 協同学習の最後に どの よ う な
考えが出 さ れた り ， 話 し合われた り したのかを振
り 返る よ う に さ せた。
②結果
授業実践での見取 り か ら ， 第 1 に， 少 しずつ児
童の関わる人数を増や してい く こ と に よ っ て， ベ
ース と な る 学習集団づ く り では， 無理のない人間
関係の構築がで き た。
第 2 に， 年度当初に， 二人組に よ る 学習 をいろ
いろな児童 と 時間 をかけて行っ た。 その後の授業
の様子か ら ， 児童は 自 分以外の児童 と の関わ り を
尚子錯誤する こ と がで き ， その後の 1 グループ，0 4
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人での協同学習に生かすこ と ができ た。
第 3 に， 5 月 と 12 月 の児童の協同学習の ビデオ
映像やホ ワイ ト ボー ドの記録か ら比較する と ， グ
ノレ}プ内の構成員に役割を も たせ， ホ ワ イ ト ボー
ドを準備 した こ と は， グループ。内で、考えをま と め
る力， 発表する力， 書 く 力， 石室言忍する 力 を育成す
る こ と に役だ、っ た。
(2) 基礎的 ・ 基本的な知識や技能の習得について
①実践
知訣は， A 市内の小判交 5 年生 X 組(児童数男子
14 名 ， 女子 14 名 ， 計 28 名) と Y 組 (児童数男子
13 名 ， 女子 14 名 ， 計 27 名) である。
グループ。構成は， 1 グループ。を 4 人に し それ
ぞれに 「出題する人J ， I解答する人J ， I正解を言
う 人J ， I復唱する 人」 と い う 役割を も たせた。
学習の仕方は， 第 1 に， I出題する人J が グルー
プの人に音符や付帯， 記号等のカー ドを見せる。
第 2 に， I解答する 人」 がそのカー ドを見て， 音符
や休符， 記号の名前を言 う 。 「正解を言 う 人」 が正
誤を判定する。 第 3 に， I復唱する 人」 が音符や記
号の名前を も う 一度確認する と い う 流れで、行っ たO
そ して， 学習内容を一通 り 終えた ら， 役割を ロ ー
テーシ ョ ン し， 同 じ手順で繰 り 返すよ う に した。
耕寸は， 小学校学習指導要領の 「第 3 指導計画
の作成 と 内容の取 り 扱い」 の (6) に示 して あ る 「音
符， 休符， 記号や音楽に関わる用語」 を参考に し
て， グノレーフ。ごと に児童の実態 と 学習内容に合わ
せた学習カ ー ド、を作っ たO
以上の授業実践の効果を測定するために， 基礎
的 ・ 基本的な知識や技能の正答率を調べた。 対象
は， A 市内の小学校 5 年生で， 1 年間の音楽の授業
を通 して協同学習 を実践 した X 組(児童数男子 14
名 ， 女子 14 名 ， 計 28 名) と 協同学習 を実践 して
いない Z 組(児童数男子 13 名 ， 女子 13 名 ， 計 26
名 ) であ る。 5 月 と 12 月 の 2 回にわたっ て， 前学
年 (対象児童が小学5 年生なので4年生) ま での 「音
楽的な感受や表現の工夫J ， I表現の技能J ， I鑑賞
の能力J について， 市販の ワ ー ク テ ス ト を用いて
正答率に差が生 じ る かを調べた。
②結果
結果が図 1 であ る。 協同学習 を実践 していない
Z 組では， 5 月 と 12 月 で 「表現の技能」 の正答率
に， 1�2%の差 しか見 られなかったO し か し， 協
同学習 を実践 した X 組では， 5 月 と 12 月 の 「創意
工夫J では 7%， I表現の技能」 では 6%， I鑑賞J
では 9%の向上が見られた。
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図 1 知識や技能の正答率結果
(3) 思考力 ・ 判断力 ・ 表現力の育成について
①表現領域(歌唱) での実践
対象は， 平成 22 年度lこ B 市内の小学校 6 年生 (児
童数男子 17 名 ， 女子 15 名 ， 計 32 名) の学級で行
っ た教職専門実習 E で、あ る。 また， 平成 23 年度に
は， A 市内の小学校 5 年生 X 組 (児童数男子 14 名 ，
女子 14 名 ， 計 28 名 ) ， Y 組 (児童数男子 13 名 ， 女
子 14 名 ， 計 27 名) で、行っ た実践で、ある。
平成 22 年度の B 市内の小学校では， 曲想、につい
て の学ひ、を全体学習で、行っ た。 しか し よ り 児童
一人一人の学びの質を高めてし 、かな く てはな ら な
い と い う 反省か ら ， 平成 23 年度の A 市内の小学校
での実践では， ク守ルーフ。での学習 を行っ た。 表 2
は， A 市内の小学校 5 年生を対象に した共通耕オ
「冬景色j の指導計画である。
表 2. 指導計画 (総時数 3 時間)
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
1 1 I冬景色」 - 歌詞カも想像する 0歌詞の意味
の歌詞 と 曲 こ と や楽曲で使 や曲想を考
想(を知る。 われている記号 える こ と が
に着 目 でき る よ できた均、
う にする。
2 1 ノ号ー ト 別の - お互いの考えや意 0各パー ト を
協同学習の 見を聴き， 練習に 歌い， 旋律
仕方を知 生かす こ と がで の大体をつ
り ， パー ト き る よ う にする。 かむこ と が
学習をす できたカ\
る。
3 1 ノ号ー ト別の - 全体と してのハー 0各パー トで
協同学習 モニーを考えな 構成された
と ， 各パー が ら歌 う こ と が チームjjlJtこ
ト で構成さ でき る よ う にす 考えを 出 し
れたチーム る。 合いなが ら
での学習を 学習ができ
イ'丁- フv 。 たか。
2 各パー ト で - 発表を聴いて， 次 0他のチーム
構成さ れた の学習に生かし の発表を聴
チームで発 ていく こ と がで き， 生かせ
表 し， 意見 き る よ う にする。 Tこか。や感想を話
し合 う 。
合唱は 2 部形式で構成 さ れている。 第 1 に曲想
の理解を協同学習で、行っ た。 歌詞や旋律か ら感 じ
た こ と や歌い方について考えた こ と を出 し合った。
その後， 自 分の声に合わせて， パー ト ご と に分か
れた。 第 2 に， パー ト別の協同学習 を行った。 旋
律を弾 く 人を決め， 考えや意見を出 し合いなが ら
ノ4ー ト 学習 を した。 第 3 に， 各パー ト で構成する
チーム を編成 し， 協同学習 を行っ た。 第 4 に， 互
いのチームが孝財オの 曲 を発表 し， 感想やこ う した
方が ょ い と い う こ と を出 し合っ た。 最後に， 全体
で合唱 した。 こ の学級の他に， 同 じ形式でも う 1
学級で授業を実践 した。
②鑑賞領域での実践
対象は， 平成 23 年 9 月 13 日 か ら 9 月 28 日 ま で
の B 市内の小学校 3 年生 (児童数男子 17 名 ， 女子
15 名 ， 計 32 名) の学級で、行っ た教職専門実習Eで
ある。 ま た， 平成 23 年度には， A 市内の小判交 5
年生 X 組 (児童数男子 14 名 ， 女子 14 名 ， 計 28 名)
と Y 組 (児童数男子 13 名 ， 女子 14 名 ， 計 27 名)
で行っ た実践で、ある。
鑑賞の授業は， 平成 23 年の 4 月 か ら A 市内の小
学校 5 年生で実践 した。 平成 23 年 9 月 の B 市内の
小学校 3 年生の実践では， 鑑賞の授業の在 り 方に
ついて学びを深め， その後の実践に反映させた。
表 3 は， A 市内の小学校 5 年生 X 組と Y 組を対象
に した鑑賞耕オ 「待ちぼ う け」 の指導計画である。
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表 3. 指導計画 (総時数 3 時間)
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
1 1 歌詞を音読す - は じめに寄続可を 0歌詞の意味
る。 読んだ り ， 挿絵 や楽曲の特
2 I待ちぼ う けJ を見た り して， 1敷を考える
の範唱を聴 言葉のもつ リ ズ こ と ができ
き ， 歌詞 と 楽 ムをつかむよ う たか。
曲の特{教を話 にする。
し合 う 。
2 1 部k詞 と 旋律の - 百薬の感 じゃ旋 。 言葉の感 じ
関わ り を感 じ 律の動き を確か や旋律の特
なが ら歌 う 。 めなが ら歌 う よ 1敷を表現に
2 グ、ループで歌 う にする。 生か してい
詞を考える。 - 旋律や曲名 に合 るカミ。
っ た歌詞を考え
る よ う にする。
3 1 グループごと - 発表する こ と に 。 百葉の感 じ
に考えた歌詞 よ って， 言葉の と 旋律が一
を発表する。 感 じゃ旋律の動 体 と なっ て
2 章包唱をI聴き， き の理解を深め いる こ と が
学習を振 り 返 る よ う にする。 理解できた
る。 - 最後に楽曲全体 均、
を振 り 返る こ と
ができ る よ う に
する。
「待ち ぼ う け」 は， 日 本語の歌詞 と旋律や リ ズ
ムの反復， 音の動 き の鞘敷が変化に富んだ楽曲で
ある。 第 1 に， 歌詞を範読 した り ， 児童に何回も
読ませた り して， 歌詞の内容をつかませた。 第 2
に， 範唱を何回か聴かせ， 旋律の動き を確かめた
後 に， 歌詞の情景や言葉 と 旋律の結びつき につい
て ワー ク シー ト に書かせた。 第 3 に， ワーク シー
ト を基に協同学習 を行い， 情景や言葉 と 旋律の結
び、っ き について の理解を深めた。 第 4 に， 歌った
り ， グループ。で、歌詞を考えて発表 した り する活動
を通 して， 言葉 と 旋律の結びつき の理解を深めた。
第 5 に， 範唱を も う 一度聴き ， 言葉 と旋律の結び
つ き について振 り 返っ たO
③結果
A 市内小学 5 年生に対 して， 国立教育政策研究
所教育課程研究セ ンタ ーが実施 した 「特定の課題
に関する調査 (音楽)J (2010)の質問項 目 と 同 じ内容
で， 5 月 と 12 月 にア ンケー ト調査を行っ た。 11 : 
そ う 思 う ， あ る ， そ う してい る ， 2 : どち ら か と
いえばそ う 思 う ， あ る ， そ う している ， 3 : どち ら
か と いえばそ う 思わない， ない， そ う していない，
4 : そ う 思わない， ない， そ う していなし リ の 4
件法で、行っ たO その 中で， 思考力 ・ 判断力 ・ 表現
力 の育成に関連する項 目 で 「そ う 思 う ， あ る ， そ
う して い る J と 答えた児童が， 協同学習を実践 し
た X 組 と ， 実践 していない Z 組では どの よ う に変
容 している かを調べた。 その結果が図 2 である。
協同学習 を実践 していない Z 組では， 減少または
微増に と どま っ た。 しか し， 協同学習 を実践 した
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X 組で 「そ う 思 う ， あ る ， そ う している」 と 答え
た児童の割合が， いずれも 4�14%の範囲で増加
した。
思考)J ・ 判断)J ' 表現JJ IC:関 わ る ア ン タ ー ト結果(Zi祖)
省r，の生掃 の中で、 音朱をつ く っ てみた
い と 思います お 。
皆同町生活山中で‘ 間 噌 之2 リ ズ ム や躍を
争つ く る こ Jレ はあ り 定すか内
音楽を ワ 〈 る国助由時、 当 自主広田忽ぞき色
か していろいろな管楽表現モ裂し人で?
省えすか.
音吊を つ 〈 る措勘mr寺 普巾塗きやその
�.み食わせ告ニ犬 し Cいま d か。
既製で脅識を 聞 { 之 さき そ母音楽のリ ズ
ム ぬ間械の特政を 聞 き刷 っ ていますか.
t向" 10% 20'�込 3り�'" -1m" 50"，1. 
思考)J ' 判断)J ' 表現)J仁関わ る ア ンケー ト結果包組)
普段由主主括的中官、 音車在つ 〈 っ てみ
fτい と 閣し、ますか.
昔f主の宣活の中で、 簡単む リ ズ ムや旋
律 在 つ 〈 る と と ほ あ り ますか‘
音車寄 っ 〈 る活動的時、 自 由，�措想在
中 か しでい;<いろ "号手議多現在年生 (，'"
昔E駐在つ 〈 る活動的時、 昔日響きやそ
の掴み合わせ 在工夫していますか。
授業で昔ヨ駐在 閲 〈 主 き、 その号車の1
ズ ム や 旋律日特例を 聞き出っ 7ν \f"・
431ら
0拍 10% 2日% 80% ，10% 50% 
図 2. アンケー ト調査の結果
(4) 学級集団内での関わ り 方について
①実践
4 九月
r'jl�月
"，Ó月
闘 12月
学級の授業で約月 l 回のベース で， 年間 8 回に
わたっ て， 基本ソ ーシヤノレス キルを授業で、実践 し
た。 実践内容は表 4 の通 り であ る。
表 4. 基本 ソーシ ャ ルス キル指導計画 (全 8 回)
回 実施 日 内容
第l 回 4 月 8 日 自 己紹介
第 2 回 5 月 12 日 あい さつ
第 3 回 6 月 9 日 上手な聴き方
第 4 回 7 月 7 日 質問する
第 5 回 8 月 25 日 仲間の誘い方
第 6 回 9 月 30 日 仲間の入 り 方
第 7 回 11 月 2 日 温かい言葉かけ
第 8 回 1 1 月 24 日 気持ちを分かって働き かけ る
7 回 目 の 「温かい言葉が けj では， 児童がお互
いのいい と こ ろ を探す活動を通 して， 相手の ょ い
と こ ろ を新たに見つめる よ い機会 と なっ た。
図 3. い い と こ 探 し 力 一 ド
ま た， rいい と こ探しカー ドJ (図 3) を も ら っ た
児童は， 他の児童に ょ い と こ ろ を褒めて も ら う こ
と で， 学級での 自 己有用感を高め る こ と がで、き た
(図 4) 。
2 r い い こ と 力 ー ド " t<; も ら っ て どんな組 Uが レま したか.
..�.U_l.jS_1Lーす�-�-�-?-!:主 1 ， 書:1'.\.ζ忌ムキ�.�.�.!.. -'..!;.:.，L:t竺ごとιLt
- jfιま う _.I':!]__2t:___1:_:-n. 舌以�..�..t.:，-..�あ :<>'.J:，':.1Lh，.L主弘一
...�鑑L.‘ z.c・.�.i1;ーし，.Í"?._......一一一一一一一一 、 、
図 4. 温かい言葉かけの振 り 返 り
②調査
『楽 し い 学校生活 を 送 る た め の ア ン ケ ー ト
(Q-UU (図書文化社) を実施 した。 対象は， A 市内
の小学校 5 年生で， 1 年間の学級の授業を通 して
基本ソーシヤノレス キルを実践 した X 組(児童数男
子 14 名 ， 女子 14 名 ， 計 28 名) である。 6 月 と 11
月 の 2 回にわたっ て実施 した。 い ご こ ち のよ いク
ラ ス にする ためのアンケー ト (学級満足度尺度) か
ら， 基本 ソーシヤノレス キノレを体験する こ と に よ っ
て， 学級内で児童同士が 円滑に関わ り を も て る よ
う にな り ， 学級での満足度に どの よ う な変化が生
じたかを比較 した。
③結果
6 月 と 11 月 のア ンケー ト 結果か ら， 第 1 に， r学
級生活満足群J に属する児童が 3 名増加 した。 特
に， 6 月 のア ンケー ト で 「学級生活不満足群j に
属 していた 3 名 の児童が [学級生活満足群」 に改
善 した。 第 2 に， r要支援群」 に属する児童が 0
名 になった。 6 月 のア ンケー ト では， í要支援群」
に属する児童が 2 名 いたが， 11 月 のア ンケー ト 結
果 (図 的 では 「非承認群」 と 「学級生活不満足群」
に属 してい る も のの， í承認得点J ， í侵害得点j の
いずれ も 向上が見られた。
Et守::1 手討す| 一会長す昔ト H 月 →tf缶 広官官1---- Õ�8去I�，';'I
副院但wa胃a
12222ト ，f立i':':1 1" 承阻野L ，f 立lてま|
図 5. Q-U アンケー ト (学級満足度尺度) 結果
4 考察
(1) 音楽科での授業実践よ り
①基礎的 ・ 基本的な知識や技能の習得について
第 1 に， 学習カ ー ドを使い， 役割を も たせて協
同学習 を行 う こ と は， 学習活動への興味 ・ 関心を
高め， グループを構成する児童の学習意欲を向上
させる と 考え られる。 そ の こ と に よ っ て， 基礎的 ・
基本的な知識も 身につ く と 考え られる。
第 2 に， 児童のつまずき が少な く て済み， 学習
意欲が継続する と 考え られる。 基礎的 ・ 基本的な
事項が分か ら な く て も ， 他の児童にす ぐに教えて
も ら う こ と がで き た。
第 3 に， 基礎的 ・ 基本的な知識や技能の定着が
促 さ れた と 考え られる。 グノレ一フ。内で、すべての役
割を経験する こ と に よ っ て， 学習事項を反復する
こ と ができ た。
②思考力 ・ 判断力 ・ 表現力の育成について
第 1 に， 児童一人一人に 自 分の考えを も たせて
か ら協同学習 を行 う こ と は， 協同学習の効果を高
め る こ と につなが る と 考え られる。 表現領域の曲
想を理解する協同学習では， は じめ に ワ ー ク シー
ト に 自 分の考え を メ モ させてか ら， 協同学習を行
っ た (図 的 。 こ の こ と に よ っ て， グループ。を構成
する児童は， 安心 して協同学習に臨む こ と ができ
た。
図 6. 児童の ワ ー ク シー ト と 曲想を話 し合 う
協同学習の結果
鑑賞領域の学習でも， 協同学習での見取 り やホ
ワ イ ト ボー ドの記録か ら， クツレーフ。で、楽曲の情景
や言葉 と 旋律の結びつ き について学ぶ活動を通 し
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て， 一人で学ぶ よ り も楽曲について よ り 広 く 考え
る こ と ができ た。
第 2 に， 他の グノレープやチームか ら聴いた こ と
を次の学習や発表に生かすこ と ができ る協同学習
は， 児童の思考力 ・ 判断力 ・ 表現力 を高め， 表現
する力を高め る こ と に結びついてい く と 考え られ
る。 表現領域のパー ト 別やチーム別の協同学習で
は， 児童が主体 と な っ て， 学習の仕方や歌い方に
ついて意見や考えを出 していた。 グルーフ。やチー
ムで相互に意見や考えを出 し合い， 聴 く 学習環境
が結びつ き を生んでいる と 考え られる。 学習後の
児童の振 り 返 り プ リ ン ト を抜粋する。
【 M (男) : 聴き 合 う こ と に よ っ て， 違 う グループの歌い方
も う まいな と 思った。
N(女) : は じめは恥ずか しかったけれど， ア ドバイ ス を
した り ， も らった り して， お互いにがんばら な
く ては と 思ったO
y (男) : 自 分が分か ら ない と こ ろを友達と話した り ， 練
習 した り して分かる よ う になったので う れ し
かったO
K (女) : 低音の声が小さ いなどのア ドバイ ス を も ら った
り する と ， も っ と よ く なって と て も きれいな歌
になったO
y (女) : お互いの ょい と こ ろやも っ と がんばった方がい
い と こ ろが分かった し， きれいな合唱が聴けた
のでよかった。
ま た， 鑑賞領域の 「待ち ぼ う け」 の学習では，
児童のは じめの感想の ワ ー ク シー ト (図 7) と 終わ
り の振 り 返 り の ワ ー ク シー ト (図 8) を比較 した。
グループOで旋律に合 う 歌詞を考え， 発表する活動
を通 して， 言葉 と 旋律の結びつき についての理解
を よ り 深め る こ と ができた。
図 7. は じめの感想のワーク シー ト
霊童檀{こ曲童体在聴いて あらためて閥Uたじと、 闘っ定 こと、 気づいだことを鐙きましょう.
特方I�区、司乞 仇ヒ二ろ をヤヲψ) !F{! べ t ' 1乙 ， 
I蓄やi時ーで?で一 ピ/が(; 1 でI-I{"=とミラ{ご 7て叶一 ρト
1 5ぐ っか、て 2主を から 5:哲司こふ 士lí フヴ' l t "c (" ， 'è
吉元ttLういと九L \き し下こ。苛主伶a， � いてに 国\ 71三d、
冷ド フ 之仇 とミろ なヤ フ く リ ピんè.' /-...> f;ifl\い { い で く
i之、ょにい く 。
図 8. 終わ り の振 り 返 り の ワ ーク シー ト
(2) 学級集団内での関わ り 方について
Q-U ア ンケー ト の結果か ら， 1 年間 を通 しての基
本 ソーシャルス キルの学習 に よ っ て， 学級内で児
童が関わ り を も っ時に， 相手の こ と を考えて話 し
た り ， 行動 した り する こ と ができ る よ う にな っ た。
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こ れに よ り ， 児童相互の円滑な関係が構築 さ れ，
学級に対する満足度が向上した も の と 考え られる。
ま た， 授業での見取 り か ら， ソーシヤノレス キルの
授業の回数を重ねる ご と に， 児童の内面にス キノレ
が意識化 さ れてい る様子を感 じ る こ と がで き た。
学習後の児童の振 り 返 り プ リ ン ト か ら ， その様子
を う かが う こ と ができ る。
0 1し、い と こカー ドj を も ら って， どんな感じが しま
したか。
A (女) : 心がホンワカ した。 (むねがいっ ぱいになった)
元気になったO
T (男) : う れしい。 世の中は広い と 思った。
c (女) : 自 分のいい と こ ろが少 し分かったよ う な感 じが
した。 カー ドを く れた人は， 自 分のいい と こ ろ
をわかって く れて る んだな と 思った。
K (女) : 自分にこんないいこ と がある こ と がは じめて知
って， う れ し く 思った。
R (女) : そ う 思っているんだな あ と 思った し， 気持ちが
楽になった。
0あなたは， これから友達にどんな 「温かい言葉j を
かけてあげたいですか。
y (女) : 1よかったね! 次も成功する よ う にがんばっ
てね! J と いったよ う な応援の言葉をかけてあ
げたい。
s (男) : 1温かい言葉J をかけ る と 自分に返って く る と
思 う ので， 1温かし、言葉」 をかけてあげたい思っ
?と。
M(女) : 書いて も ら った所をちゃんど友達に したい と ，思
つ 。
A (女) : 自 分だって， 温かい言葉を も ら っ て と て も う れ
しかったんだ、から， 相手だ、っ てき っ と う れ しい
はず。 まずは， 1あ り が と う J と いいたい。
ソ ーシヤノレス キルの授業実践で、は， 授業後の休
み時間に児童同士や児童 と 指導者の間で 「その言
葉っ て温かい言葉だ、よねj や 「今の言葉はし 、い よ
ね」 と し づ 会話が交わ される よ う になったO こ の
よ う な学級集団内の温かな児童の関係が， 協同学
習の意欲を高め， 円滑に協同学習 を行 う ための基
盤にな る と 考え られる。
以上の こ と をま と め る と ， 第 l に， 音楽科にお
け る 「基礎的 ・ 基本的な知識や技能の習得J や 「思
考力 ・ 判断力 ・ 表現力 ・ 表現力の育成」 には， 協
同学習 に よ る学習が有効であ る。
第 2 に， 音楽科の協同学習を支え る 学習集団に
は， 児童相互の円滑な人間関係や適切な関わ り が
必要不可欠であ る。 こ れ ら を育成する手段 と して，
ソ ーシャルス キノレは有効な方法で、ある。
5 到達点 と課題
(1) 到達点
①音楽科の協同学習の実践において
第 1 に， 基礎的 ・ 基本的な知識や技能の習得に
関わる音符 ・ 休符 ・ 記号や音楽に関わる用語につ
いて， 協同学習 を通 して身につけてし 、 く 方法は，
一定の成果を上げる こ と ができ た。
第 2 に， 楽曲の曲想や情景を理解する段階にお
いて協同学習 を行 う こ と に よ っ て3 パー トや全体
での表現活動に一体J惑が生まれ3 よ り 豊かな表現
活動を行 う こ と がで き た。 ま た， パー ト 53IJやチー
ム別での協同学習で， 互いの表現についての意見
や考え を聴いた り ， 発表 した り する こ と に よ って，
次の学習 に生かせた。 こ れ ら 一連の単元構成の組
み立てを確立する こ と ができた。
第 3 に， 学力 にばらつき が あ る集団の中で、の学
びの在 り 方を形づ く る こ と がで き た。 集団の中で
低位な児童は， 他の児童に教え られる こ と に よ っ
て少 しずつで、き る よ う にな り ， 今までよ り は意欲
的に活動ができ る よ う になった。 高位な児童は，
他の児童に教え る こ と に よ っ て， さ ら に理解が深
ま っ た り ， 今ま で と は違 う こ と に気づいた り ， 考
えた り する こ と ができ る よ う になった。
②児童の学級集団内での関わ り について
ベース と な る 学習集団を段階的t�*掛故する こ と
や， ソ ーシャルス キルの手法を用いる こ と に よ っ
て， 学習集団内の人間関係が 円滑にな り ， 協同の
力 を高め る こ と が確認でき た。
(2) 課題
第 1 に， 児章が学習の主体 と な る 協同学習 を実
践する には， いろいろな場面で時聞が必要 と な る。
その時間 を どの よ う につ く っ て い く かが課題であ
る。 例えば， ベース と な る学習集団をつ く る 時に
は， 児童にグループ。内での役割を認識 さ せ， 実際
にその僻リを一通 り 経験 し， 役割の ス キルを身に
っけな く てはな ら ない。 基礎的 ・ 基本的な知識や
技能の習得では， 指導者が知識や技能を伝達する
よ り も 13 実践 と 結果」 で示 した協同学習の方が
は る かに時間 を必要 と する。 ま た， 思考力 ・ 判断
力 ・ 表現力の育成において も ， 協同学習のス キノレ
を身につけた後に， 児童が集団の中で 自 分の考え
を話 した り ， 書いた り ， 発表 した り して学びを深
め る には， 十分な時間 を確保 しな く て はな ら なし 10
以上の こ と か ら ， 児童の学習時間を確保 してい
く ためには， 音楽科の年間計画の中で， 1 どの単元
でJ ， 1 どんな力 をつけ る のかJ を どの よ う に重点
化 して い く かであ る。 さ ら に は， 学習集団づ く り
の視点か ら考えれば， 音楽科ばか り ではな く ， 他
の教科において も重点化を図 り ， 1 学年全体での
75 
重点化のバラ ンス を図ってし 1かな く てはな ら ない
と 考える。
第 2 に， 協同学習 におけ る 1 時間の授業づ く り
を さ ら に精選 し てい く こ と であ る。 今回の実践で
は3 協同学習を行 う 前に， ワーク シー ト を使って
児童が個別に 自 分の考えを も て る よ う に した。 し
か し， は じめからすぐに協同学習に入 り ， グ、ルー
プでの学びの中 で考えを述べる よ う に した時も あ
る。 児童の実態や耕オの内容に合わせて選択 して
行っ たが， 一人学びと クマルーフ。で、の学び， そ して
学級全体での学び と の関連性について明 ら かに し，
研究を深めてい く こ と が課題であ る。
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